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代表取締役 成田玲子

日々の業務と生活を支えるための
感染対策



感染対策の原則

１．持ち込まない

２．持ち出さない

３．拡げない
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感染成立の要因

感染経路
の遮断

宿主抵
抗力の
向上

病原体
の排除
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【病原体】嘔吐物、排泄物、

血液、体液、分泌物
医療器具、触れた手指

高齢者介護施設における 感染対策マニュアル 改訂版 より 



感染成立の要因

感染経路
の遮断

宿主抵
抗力の
向上

病原体
の排除
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①血液等の体液
・排泄介助の際は使い捨て手袋
・血液のついた汚物の捨て方
・媒介しないこと

高齢者介護施設における 感染対策マニュアル 改訂版 より 



感染成立の要因

感染経路
の遮断

宿主抵
抗力の
向上

病原体
の排除
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②粘膜面
・汚れた手で目をこすらない
・仕事の時間はマスク着用
・うがい、保湿

高齢者介護施設における 感染対策マニュアル 改訂版 より 



感染成立の要因

感染経路
の遮断

宿主抵
抗力の
向上

病原体
の排除
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③正常でない皮膚
・皮膚トラブルがある際は受診
・普段より保湿し傷がないように
・爪切り、手の状態を観察

高齢者介護施設における 感染対策マニュアル 改訂版 より 



感染成立の要因

感染経路
の遮断

宿主抵
抗力の
向上

病原体
の排除
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④清潔にするには
・流水での洗浄
・アルコール消毒
・洗浄まで触らない

高齢者介護施設における 感染対策マニュアル 改訂版 より 



感染成立の要因

感染経路
の遮断

宿主抵
抗力の
向上

病原体
の排除
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介護職等のための感染対策マニュアルより



感染成立の要因

感染経路
の遮断

宿主抵
抗力の
向上

病原体
の排除

9高齢者介護施設における 感染対策マニュアル 改訂版 より 



どうやって工夫をする？

① こんな事は

当たり前のことですが

洗う習慣をつける（家でも）

☆手を洗い、傷ができないよう

保湿も促しましょう！

☆手洗いが習慣になるよう

物品などの環境整備
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どうやって工夫をする？

②感染予防のポイント

※迷ったら医療職や

関係者に相談は必須

※２方向の窓を1時間に

２回以上数分行う
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高齢者介護施設における 感染対策マニュアル 改訂版 より 



どうやって工夫をする？

③睡眠
きちんと睡眠を取る

☆当たり前ですが
睡眠をきちんと取れていない
職員が本当に多い

＊３日目で説明をしますが近年メンタルヘルス
問題にもつながります
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どうやって工夫をする？

④食事

職員さんも食事を摂っていますか？

☆企業によっては食事を

福利厚生で行う企業もあります

☆お互いに声をかけあい

健康に気を付けて過ごす
13



どうやって工夫をする？

⑤リラックス

プライベートで不安定さが続くと

３日目にも繋がりますが

睡眠、食事に影響がでます

抵抗力が落ちます 普段よりお互いの顔見てね
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組織のみんなで

・職員入社時、１年に１～2回の健康診断

・ワクチン接種

・体調管理

→体調が良くないときの言える関係づくり

受診を促す

☆我慢して休めない

→すでに感染が施設に広がることもあります
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平時より
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（１）意思決定者（司令塔になる）

各部門の担当者

フローチャートを作成

（２）（１）で決めた担当者ごとに動くと良い

（３）備蓄管理責任者を決めておく

（４）定期的な訓練（身体にしみこませ）

（５）（４）をフィードバックや発生時に対応を

したことの見直し

感染症発生時の業務継続ガイドライン 令和６年３月より



平時より
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（１）どこにどのように情報共有を図るか

（２）感染者が発生した場合、人員や物資を

どのように確保をするか

（３）利用者、家族にも説明をしているか

（４）業務の分類、サービス・ケアの優先度を

決めているか

（５）保健所の指示があればそれに従う

感染症発生時の業務継続ガイドライン 令和６年３月より



勉強会と知識
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高齢者介護施設における 感染対策マニュアル 改訂版 より 



労務管理

・管理職の方は労務管理も必要となります。

誰に業務の負担があるか？なども含めて

＊ストレスチェックなども実施しているかと

思いますので自分だけで管理とは言えども

頑張らない

19



利用者様のこと

コロナウィルス感染症で

ゾーニング、コホーティング

覚えているかと思います。

ノロウイルス、インフルエンザ
など接触、飛沫、空気感染の

対応はわかりますが

疥癬などは？となると

シーツや衣類の洗濯は？
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高齢者介護施設における 感染対策マニュアル 改訂版 より 



医療知識

これは１回では知識周知は無理です！

研修実施後に報告書の作成と職員自身が（中堅）

研修の企画、マニュアル作成

委員会の役員など任せる
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任せて自覚を持たせる

感染症に関する意識が薄い職員の場合は

感染委員会の担当や感染対策に係る体制を作る

☆そうなると自然に良い意見が出てきます。
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持ち物や行動について 在宅介護

・鞄は合皮かビニール、拭けるもの

・靴下を１件ずつ交換をするか踵付きスリッパ使用

・アルコール消毒は鞄からすぐ出せるように

・マスクは必須（移動の際や公共交通機関）

・心配な時は使い捨て手袋（ディスポ）

・ビニールエプロンの使用も検討

・利用者様から食べ物や飲み物の提供注意

・拭き掃除（事業所、利用者様宅）
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持ち物や行動について 施設やデイ

・通勤の時と事業所についての着替えを推奨

（持ち込まない、持ち出さない）

・制服の場合は洗濯の工夫

・電車、バスなどの公共機関ではマスクをするよう

相談

・飲み物のコップなどはきれいに（自身、利用者様）

・拭き掃除の方法（次亜塩素酸、モップ）
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一人ひとりの自覚

日々自身の体調管理は昔は『自己責任』や

『体調管理も仕事』と言われましたが

今は『組織の責任』『管理者の責任』

など言われる時代となりました。

職員の体調管理が実は大事な感染対策ではと

思います。
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ご静聴ありがとうございました
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成田玲子(Reiko Narita)プロフィール

【経歴・資格】

主任介護支援専門員、社会福祉士、精神保健福祉士、介護福祉士

障害者相談支援専門員等、横浜市瀬谷区介護支援専門員連絡会副代表

ストレスチェック者実施者研修修了

福祉従事２３年（訪問介護、通所介護、老健、特養、ｸﾞﾙｰﾌﾟﾎｰﾑ等勤務）

介護関係資格講師 13年（20,000人以上を指導）

横浜市瀬谷区にて H24 介護保険法による居宅介護支援事業所

Ｒ２   訪問介護事業所

R3  障害者総合支援法による計画相談

 居宅介護・重度訪問介護 運営中
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